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Google Cloud UPDATES について
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● このイベントでは、Google Cloud に関する四半期分のアップデートの振り返りを行っていきます

● 既存ユーザ様を主な対象としているため、基本的には、プロダクトの概要レベルの説明は行いません

● 出入りは自由ですが、退出時にアンケートにご協力下さい

● 質問は、Chat か、こちらのフォームをご活用下さい

● 今回は、2023-04-01 ~ 2023-06-30 (+ α) の Compute / Network / AppMod / DB / Security / Apigee 
系のプロダクトのアップデートの振り返りを行っていきます

https://cloudonair.withgoogle.com/events/gc-updates

https://forms.gle/LEpy4LECeNaYM8R38
https://forms.gle/73QiwZmyRupTVHxBA
https://cloudonair.withgoogle.com/events/gc-updates


本日のスピーカー

3

Seiji Ariga
Infrastructure,

Network

Takayuki Yorikane
Application

Modernization

Ryuji Tazaki
Database

Satoshi Takahashi
Security, その他

Mitsuhiro Okamoto
Apigee /

Application Integration



Infrastructure

01

4



アイオワ、サウスカロライナ、北部バージニア、ベルギー、オランダ、シンガポールで利用可能です。（残念な

がら日本のリージョンはまだです）

● 第 4 世代インテル  Xeon プロセッサ  （Sapphire Rapids）

● 最大 176 vCPU までスケールアップ可能

● 最新の Infrastructure Processing Unit (IPU)を利用した、

最大 200 Gbps の低レイテンシ  ネットワーク

● Hyperdisk による高性能ブロックストレージ

● インテル AMX による ML トレーニングと推論の高速化

C3 VM（汎用のVM）が一般利用可能に

Compute Engine
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GA 2023-05-22

(Advanced Matrix Extension)

https://cloud.google.com/blog/ja/products/compute/c3-machine-series-on-intel-sapphire-rapids-now-ga?hl=ja


アイオワ、サウスカロライナ、北部バージニア、オレゴン、オランダ、シンガ

ポールで利用可能です。（残念ながら日本のリージョンはまだです）

● NVIDIA L4 Tensor Core GPU を搭載

● 生成 AI などの大規模な推論  AI ワークロードに特化して設計

● A10G GPU から切り替えることで、最大  40% コスト削減

● T4 GPU から切り替えることで、パフォーマンスが  2〜4 倍向上

G2 VM（NVIDIA L4 GPU 搭載）が一般利用可能に

Compute Engine
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GA 2023-06-05

https://cloud.google.com/blog/ja/products/compute/introducing-g2-vms-with-nvidia-l4-gpus?hl=ja


Hyperdisk Throughput は動的に構成可能な容量とスループットを備えた、 コスト効率が高く、ス

ループット指向のブロック  ストレージを提供します。永続ディスクと同様に、 VM がアクセスできる耐久

性のあるネットワーク  ストレージ  デバイスです。（2023 年 8 月時点では

オランダ、バージニア  リージョンのみの提供）

なお、より高い  IO パフォーマンスを提供する  Hyperdisk Extreme は 2023 年 3 月に一般提供になっ

ています。

サポートする  マシンタイプ

● Hyperdisk Throughput: N2、N2D、T2D

● Hyperdisk Extreme: C3、M1、M2、M3、N2

Hyperdisk Throughput が一般利用可能に

Compute Engine
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GA 2023-06-09

IPU

VM VM

Hyperdisk Hyperdisk Hyperdisk 

https://cloud.google.com/compute/docs/disks/hyperdisks?hl=ja
https://cloud.google.com/compute/docs/disks/hyperdisks#hyperdisk_regions


Persistent Disk の非同期レプリケーションにより、別リージョンの  PD にデータをレプリケーションすること

が可能になります。万一、リージョンが停止した場合、データをセカンダリ  リージョンにフェイルオーバー

し、そのリージョンでワークロードを再起動できます。

サポートしているリージョンペア

● ロンドン - ベルギー

● アイオワ - サウスカロライナ

● アイオワ - オレゴン

● アイオワ - 北部バージニア

● 台湾 - シンガポール

● シドニー - メルボルン

リージョンBリージョンA

Persistent Disk の非同期レプリケーションが一般利用可能に

Compute Engine
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GA 2023-06-28

Persistent Disk Persistent Disk

非同期
レプリケーション

RPO: 1 分間、100 MB / 分程度

(日本はまだ…)

https://cloud.google.com/compute/docs/disks/async-pd/about?hl=ja


カスタム制約を作成することで  VM リソースをより詳細に管理可能になりました。デプロイ可能なマシンタイプ

やディスクサイズを制限することが可能です。

カスタム制約で VM リソースを細かく制限可能に

Compute Engine
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Preview 2023-06-23

利用できるマシンタイプを  
N2 だけに制限

N2 以外のインスタンスを作成するとエラーに

https://cloud.google.com/compute/docs/access/custom-constraints?hl=ja


VM を一時停止または停止するとき、 discard-local-ssd=false フラグを使用して、接続された単一の ロー

カル SSD ディスクの内容を保持できるようになりました。

● ローカル SSD は N1、N2、N2D インスタンスで利用可能

● 各ローカル  SSD のサイズは  375GB で、最大 24 個まで接続可能（最大  9TB）

● gcloud compute instance stop、gcloud compute instances suspend の実行時に

上記フラグを指定する

● ゲスト OS からシャットダウンされたり、プリエンプション処理が適用された場合は

ローカル SSD ディスクの内容は保存できません

ローカル SSD の内容を保持可能に

Compute Engine
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Preview 2023-05-19

https://cloud.google.com/compute/docs/disks/local-ssd#stop_instance
https://cloud.google.com/compute/docs/disks/local-ssd#stop_instance


ディスクおよびネットワークのセクションが強化され、設定をすれば サードパーティ  ソフトウェアのダッシュ

ボードとの統合も可能です。

Cloud コンソールのオブザーバビリティ タブの強化

Compute Engine
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GA 2023-04-25



オンプレミス等で管理している  S3 互換ストレージから  Google Cloud Storage へシームレスにデータを

コピーできるようになりました。また、 Amazon S3 からデータをコピーする場合も、

エージェントを利用することで  AWS の外向きのデータ転送料金を削減できます。

S3 互換ストレージから Cloud Storage への転送

Storage Transfer Service
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GA 2023-04-11

オンプレミス / クラウド

STS
エージェント

コピー元
ストレージ

オンプレミス / クラ
ウド

STS
エージェント

コピー元
ストレージ

https://cloud.google.com/storage-transfer/docs/s3-compatible?hl=ja
https://cloud.google.com/storage-transfer/docs/s3-compatible?hl=ja


Network
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L7 のロードバランサーが  Applicaiton Load Balancer、

L4 のロードバランサーが  Network Load Balancer になりました。

ロードバランサーの呼び名が変わりました

Load Balancer
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GA 2023-06-20

Application Load Balancer (HTTP/HTTPS) Network Load Balancer (TCP/UDP/other IP)

外部 内部

グローバル リージョナル リージョナル

グローバル
外部

Application 
Load Balancer

リージョン
外部

Application 
Load Balancer

リージョン
内部

Application 
Load Balancer

プロキシ パススルー

外部

グローバル リージョナル

内部 外部 内部

リージョナル リージョナル リージョナル

外部 プロキシ
Network Load 

Balancer

リージョン
外部 プロキシ

Network Load 
Balancer

リージョン
内部 プロキシ

Network Load 
Balancer

リージョン
外部 パススルー
Network Load 

Balancer

リージョン
内部 パススルー
Network Load 

Balancer

🆕 🆕 🆕



クライアントとの HTTP キープアライブを変更可能に

Load Balancer
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Preview 2023-06-07

グローバル外部アプリケーション  ロード バランサーはクライアント  HTTP キープアライブ  タイムアウト  をサ

ポートするようになりました。クライアント  HTTP キープアライブ  タイムアウト  は、

(ダウンストリーム ) クライアントとターゲット  HTTP/S プロキシの間で  TCP 接続がアイドル状態で

いられる最大時間を表します。（今までは  610 秒で固定でした）

この区間の  HTTP キープアライブ
タイムアウトを変更可能に
（5 秒〜1200 秒)

バックエンド

https://cloud.google.com/load-balancing/docs/https?hl=ja#timeout-keepalive-clients


グローバル外部 ALB でサーバーレス NEG の外れ値検出

Load Balancer
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Preview 2023-06-28

グローバル外部  ALB でサーバーレス  NEG バックエンドに対する外れ値検出をサポートします。

外れ値検出分析によって  HTTP レスポンス  パターンに基づいて異常なサーバーレス  NEG を

特定し、新しいリクエストの一部を異常なサービスから正常なサービスにルーティングする

ことでエラー率を減らします。

リージョン  A

リージョン  B

リージョン  C
サーバーレス NEG

外れ値検出

グローバル
外部 ALB

Cloud Run

https://cloud.google.com/load-balancing/docs/negs/serverless-neg-concepts?hl=ja#outlier-detection


事前構成された  WAF ルールの調整がしやすくなりました。

これまで：除外ルールを書き連ねる

これから：

WAF ルールの調整機能が使いやすく

Cloud Armor
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GA 2023-04-12

evaluatePreconfiguredExpr('sqli-v33-stable',['owasp-crs-v030301-id942421-sqli','owasp-crs-v030301-id942432-sqli'])

不要なルール(eg. レベル 4 のルール)を除外 → レベル 3 になる

evaluatePreconfiguredWaf('sqli-v33-stable', {'sensitivity': 1})

evaluatePreconfiguredWaf('sqli-v33-stable', {'sensitivity': 4, 'opt_out_rule_ids': ['owasp-crs-v030301-id942350-sqli']})

evaluatePreconfiguredWaf('sqli-v33-stable', {'sensitivity': 0, 'opt_in_rule_ids':  ['owasp-crs-v030001-id044228-cve']})

レベルを明示的に指定

不要なルールを指定

必要なルールを指定

https://cloud.google.com/armor/docs/rule-tuning?hl=ja


DDoS 攻撃防御の様子を可視化

Cloud Armor
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Preview 2023-06-20

常時稼働の  DDoS 対策の結果としてドロップされたトラフィックを 可視化し、ログを出力します。（要  

Managed Protection Plus サブスクリプション）

ドロップされた
トラフィック

許可された
トラフィック

パケット数バイト数

防御開始から終了まで
の時系列

https://cloud.google.com/armor/docs/cloud-armor-overview?hl=ja#how_works
https://cloud.google.com/armor/docs/ddos-visibility?hl=ja
https://cloud.google.com/armor/docs/managed-protection-overview?hl=ja


Private Service Connect のエンドポイントへ、オンプレミスを含む、 どのリージョンのクライアントからもア

クセスできるようになりました。

Private Service Connect のグローバル アクセス

Private Service Connect
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GA 2023-05-17

オンプレミス

リージョン間
トラフィック

エンド
ポイント

サービス
アタッチメント

オレゴン

北部バージニア

※ ただし、リージョン 内部 パススルー 
Network Load Balancer を使ってる場合

https://cloud.google.com/vpc/docs/about-accessing-vpc-hosted-services-endpoints?hl=ja#global-access
https://cloud.google.com/vpc/docs/about-accessing-vpc-hosted-services-endpoints?hl=ja#global-access


サービス接続の自動化により、サービス  プロデューサーはコンシューマに代わって対象となるマネージド  

サービスへの展開とサービス接続を自動化できます。

Private Service Connect サービス接続の自動化

Private Service Connect
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Preview 2023-05-18

Google Cloud

利用者 VPC 提供者 VPC

サービス

アタッチメント

エンド

ポイント

マネージド
サービス

サービス

接続ポリシー

利用者
ネットワーク

管理者

サービ

クラス

サービス接続自動化

コントローラー

マネージド
サービス API/UI

サービス

接続マップ

利用者
サービス
管理者

プロジェクト、VPC、接続
トークン

サービス

接続トークン

https://cloud.google.com/vpc/docs/about-service-connection-policies?hl=ja


Private Service Connect インターフェイスを使用するとサービス  プロデューサーはコンシューマ  VPC 

ネットワークへ接続できます。コンシューマー  VPC やオンプレミスと連携して動作する

マネージドサービスを構築できます。（ eg. データアクセス、レプリケーション）

Private Service Connect インターフェイス

Private Service Connect
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Preview 2023-06-13

コンシューマー VPC プロデューサー VPC

https://cloud.google.com/vpc/docs/about-private-service-connect-interfaces?hl=ja


IPv6 の利用に当たって必要になる各種機能を追加しました。

● 静的リージョナル  IPv6 アドレスの予約（外部・内部）

● IPv6 拡張ヘッダーのサポート

● private.googleapis.com / restricted.googleapis.com 用のIPv6アドレス

● IPv6 静的ルートのサポート（ゲートウェイ、インスタンス）

● Cloud Interconnect の IPv6 (デュアルスタック )サポート

IPv6 の機能追加

Virtual Private Cloud
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GA 2023-0[456]

Preview

GA

Preview

GA

Preview

GA

https://cloud.google.com/compute/docs/ip-addresses/reserve-static-external-ip-address?hl=ja#reserve_new_static
https://cloud.google.com/compute/docs/ip-addresses/reserve-static-internal-ip-address?hl=ja#reservenewip
https://cloud.google.com/vpc/docs/vpc?hl=ja#supported_protocols
https://cloud.google.com/vpc/docs/configure-private-google-access-hybrid#ipv6-support
https://cloud.google.com/vpc/docs/routes?hl=ja#ipv6_support
https://cloud.google.com/network-connectivity/docs/interconnect/concepts/overview#ip-addressing-dynamic-routes


カスタム制約を作成することで  VPC リソースをより詳細に管理可能になりました。サブネットモード、ルーティ

ングモード、 IPv6 の利用、MTU、アドレス範囲、VPC フローログの設定、静的ルートの設定などを管理できま

す。

カスタム制約で VPC リソースを細かく制限可能に

Virtual Private Cloud
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Preview 2023-06-30

name: organizations/ORGANIZATION_ID/customConstraints/custom.createOnlyCustomNetwork
resource_types: compute.googleapis.com/Network
condition: "resource.autoCreateSubnetworks == false"
action_type: ALLOW
method_types: CREATE
display_name: Restrict creation of networks to custom mode networks
description: カスタムモードのネットワークだけ許可する

https://cloud.google.com/vpc/docs/custom-constraints


コロケーション施設（データセンター）

Cross-Cloud Interconnect は、他のクラウド  サービス プロバイダーとの間で高帯域な専用接続を確立する

ためのサービスです。Cross-Cloud Interconnect を利用すると、Google が他のクラウド  サービス プロバイ

ダーと Google のネットワークを専用の物理回線で接続 します。

Cross-Cloud Interconnect が一般利用可能に

Cloud Interconnect
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GA 2023-05-31

他のクラウド

光ファイバ接続

Google Cloud が管理

他クラウド
エッジルーター

Google Cloud
エッジルーター

パッチパネル

https://cloud.google.com/blog/ja/products/networking/announcing-google-cloud-cross-cloud-interconnect?hl=ja


カスタム学習ルートを使用すると、手動で指定した学習ルートを含めるように  BGP セッションを

設定できます。  Cloud Router は、BGP ピアからルートを学習したかのように動作します。これまで  Cloud 

Router に向けた静的ルートは設定できませんでしたが、この機能を代わりに使えます。

Cloud Router のカスタム学習ルートのサポート

Cloud Router
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GA 2023-07-25

オンプレミス

VPN
ゲートウェイ

IPsec トンネル

BGP セッション

カスタム学習
ルート

https://cloud.google.com/network-connectivity/docs/router/concepts/custom-learned-routes?hl=ja


Application Modernization

03
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Gateway API 機能追加

● Autopilot クラスタでデフォルト有効化  (GKE 1.26+)

● Envoy ベースの  External HTTP(S) LB

● gke-l7-rilb GatewayClass のグローバルアクセス

● SSL Policies

● HTTP-to-HTTPS redirect

● Cloud Armor integration

AutopilotGoogle Kubernetes Engine Standard GA 2023-04-11
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G2 VM (Nvidia L4) サポート

GKE で G2 VM (Nvidia L4) Node をサポート

Standard

Instance GPU GPU
Mem (GB) vCPU Memory

(GB)
Local SSD 

(GB)
Network 

BW (Gbps)

g2-standard-4 1 24 4 16 375 10

g2-standard-8 1 24 8 32 375 16

g2-standard-12 1 24 12 48 375 16

g2-standard-16 1 24 16 64 375 32

g2-standard-24 2 48 24 96 750 32

g2-standard-32 1 24 32 128 375 32

g2-standard-48 4 96 48 192 1,500 50

g2-standard-96 8 192 96 384 3,000 100

G2 VM Overview

2x Intel Cascade Lake
Up to 96 vCPU cores 

Up to 8x Nvidia L4 GPUs per VM
Up to 192GB DDR4 mem
Optional 3TB local SSD

SSD: 2.7GB/s read, 1.4GB/s write

Google Kubernetes Engine GA 2023-05-12
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GKE 1.22 以降で新たなマシンファミリーのサポート 

C3 マシンファミリーが  GKE スタンダード  クラスタで利用可能になりました

以下の機能はこのマシンファミリーではサポートされていません：

● Node auto-provisioning

● Confidential GKE nodes

● Local SSD

● Standard persistent disks (pd-standard)

StandardGoogle Kubernetes Engine GA 2023-05-22
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Autopilot クラスタでもイメージ ストリーミング

GKE バージョン  1.25.5-gke.1000 以降の新規  Autopilot クラスタで、

イメージ ストリーミングが自動的に適用され、対象イメージを取得します。

期待される効果

● 自動スケーリングの高速化

● 大きなイメージを  pull する際のレイテンシの短縮

● Pod の起動の高速化

AutopilotGoogle Kubernetes Engine GA 2023-06-09
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https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/how-to/image-streaming


FQDN によるネットワーク ポリシーの適用

GKE がすでにサポートしている既存の下りネットワーク  ポリシーに加えて、

完全修飾ドメイン名または正規表現と一致するネットワーク  ポリシーを使用して、

Pod の下りトラフィックを制御できるようになりました。

FQDN ネットワーク  ポリシーは、バージョン  1.26.4-gke.500 以降

および 1.27.1-gke.400 以降のクラスターで利用可能です。

https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/how-to/fqdn-network-policies

AutopilotGoogle Kubernetes Engine Standard Preview 2023-06-09
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https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/how-to/fqdn-network-policies


Dual-stack LoadBalancer Services

デュアルスタック  LoadBalancer サービスがプレビューで利用できるようになりました。

（これまでは  ClusterIP と NodePort のみが利用可能だった）

デュアルスタック  LoadBalancer サービスは、GKE Standard と Autopilot 両方の

デュアルスタック  クラスタでサポートされています。（ SLA とテクニカルサポートは無いので注意）

https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/concepts/service#single-stack_and_dual-stack_services

AutopilotGoogle Kubernetes Engine Standard Preview 2023-06-12
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https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/concepts/service?hl=ja#single-stack_and_dual-stack_services


Hyperdisk Throughput and Hyperdisk Extreme

Hyperdisk スループットと、接続された永続ディスク  オプションとしての  Hyperdisk Extreme の

サポートが  GA に。GKE バージョン  1.26 以降で利用可能。

Hyperdisk Throughput ボリューム: 最大 3 GB / 秒のスループット（128 KB IO 以上のサイズ）でコスト効率の高い

高スループット向けに最適化されています。Standard / Autopilot 両方サポート。Hadoop や Kafka のユースケース用。

Hyperdisk Extreme ボリューム: IOPS パフォーマンス向けに最適化されていて、プロビジョニングされた IOPS が

320 K、スループットが 4.8 GB / 秒を超えています。Standard のみサポート。DB などのユースケース用。

https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/concepts/hyperdisk

AutopilotGoogle Kubernetes Engine Standard GA 2023-06-21
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https://cloud.google.com/kubernetes-engine/docs/concepts/hyperdisk


GMP によるマネージド コレクションのデフォルト有効化
（GMP = Google Managed Prometheus）

マネージド  コレクションは、次のものに対してデフォルトで有効になっています。

● GKE バージョン  1.25 以降を実行している  GKE Autopilot クラスタ。

● GKE バージョン  1.27 以降を実行している  GKE Standard クラスタ。

このデフォルトは、クラスタの作成時にオーバーライドできます。

バージョン  1.27 以降を実行する新しい  GKE Standard クラスタでデフォルトで有効になりますが、

v1.27 にアップグレードした既存のクラスタでは、この機能は自動的に有効になりません。

https://cloud.google.com/stackdriver/docs/managed-prometheus/setup-managed#enable-mgdcoll-gke

AutopilotGoogle Kubernetes Engine Standard GA 2023-06-26
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https://cloud.google.com/stackdriver/docs/managed-prometheus/setup-managed#enable-mgdcoll-gke


Cloud Storage FUSE CSI ドライバーが利用可能に

Cloud Storage FUSE は、オープンソースの  FUSE 

アダプタであり、Cloud Storage バケットを

ファイル システムとしてマウントできます。

アプリケーションは、Cloud Storage FUSE ファイル 

システムのセマンティクスを使用して、オブジェクトのアップ

ロードとダウンロードを行えます。

StandardGoogle Kubernetes Engine GA 2023-07-13Autopilot
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apiVersion: v1
kind: Pod
metadata:
  …
  annotations:
    gke-gcsfuse/volumes: "true"
spec:
  …
  volumes:
  - name: gcs-fuse-csi-ephemeral
    csi:
      driver: gcsfuse.csi.storage.gke.io
      readOnly: true
      volumeAttributes:
        bucketName: my-bucket-name



Startup CPU Boost が GA に

コンテナ起動時に一時的に  CPU 割り当てを

増加させることにより、起動速度を向上させる

Min Instance 機能ではカバーできないような、

スケールアウト時の速度向上に貢献

CPU Boost 機能を有効化すると、起動時に

Boost された CPU 分の料金が追加で課金される

https://cloud.google.com/run/docs/configuring/cpu#startup-boost

Cloud Run
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GA 2023-04-13

https://cloud.google.com/run/docs/configuring/cpu#startup-boost


Cloud Run Jobs が GA に

Cloud Run で、バッチ処理などを行うための機能

第 2 世代（CPU 効率などが良く  NFS マウント可）の実行環境で動作

インスタンス時間に応じた  CPU Allocation と課金が適用

従来の Cloud Run との違いは以下の通り

● HTTP リクエストに依らない実行

● 明示的な並列処理

● より長時間の実行（タスクの分散や、後述の長時間実行（プレビュー）により実現）

Cloud Run GA 2023-04-26
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Cloud Run Sidecar Container

複数のコンテナをサービスにデプロイできるようになりました。

サイドカーのユースケース

● アプリケーションの監視、ロギング、トレース

● アプリケーション  コンテナの前で  Nginx、Envoy、

または Apache2 をプロキシとして使用

● 認証および認可フィルターの追加（ Open Policy Agent など）

● AlloyDB Auth プロキシなどのアウトバウンド接続プロキシの 実行

Cloud Run

38

Preview 2023-05-12



メモリとCPUの割り当ての増加

サービスとジョブの両方で、 8 vCPU / 32 GiB メモリまでの利用が  GA になりました。

Cloud Run GA 2023-05-17

39



1 時間を超えるジョブは、定期的にメンテナンス  

イベントが発生します。

実行は別のマシンに移行されますが、移行

プロセスでは、タスクの状態全体が保存されます。

ただし、移行中に処理が短時間停止します。

SIGTSTP、SIGCONT シグナルをキャッチすることで処

理をコントロールすることも可能です。

https://cloud.google.com/run/docs/configuring/task-timeou

t?hl=en#long-task-timeout

ジョブの 1 タスクのタイムアウトの上限が 24 時間に

Cloud Run Preview 2023-07-05
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https://cloud.google.com/run/docs/configuring/task-timeout?hl=en#long-task-timeout
https://cloud.google.com/run/docs/configuring/task-timeout?hl=en#long-task-timeout


カスタム ドメインや、GCLB の後ろに Service が存在する場合に、 IAM を利用したアクセス制限で、追加

のターゲットを許可するカスタム  オーディエンス値を受け入れることが可能に。

https://cloud.google.com/run/docs/configuring/custom-audiences

サービスで、Custom audiences を設定可能に

gcloud beta run services update SERVICE --add-custom-audiences=AUDIENCE

Cloud Run

41

Preview 2023-07-06

https://cloud.google.com/run/docs/configuring/custom-audiences


Node.js 8 ランタイム以降では、pnpm-lock.yaml ファイルが存在する場合、

Cloud Functions は pnpm install コマンドを使用します。

https://cloud.google.com/functions/docs/writing/specifying-dependencies-nodejs#configur

ing_deployment_dependencies

Pnpm で Node.js の依存関係を構成可能に

Cloud Functions GA 2023-06-01
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https://cloud.google.com/functions/docs/writing/specifying-dependencies-nodejs#configuring_deployment_dependencies
https://cloud.google.com/functions/docs/writing/specifying-dependencies-nodejs#configuring_deployment_dependencies


第 2 世代で GitLab 接続や Terraform による自動化を実現

Cloud Build とサードパーティの

ソースコード  プロバイダの間の接

続をより適切に管理

Web Console、gcloud、API 

コマンドに加え、Terraform を使用

して、リポジトリを

プログラムで接続してトリガーを作

成できるように

Cloud Build GA 2023-07-20
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Cloud Deploy でカナリア デプロイ、並列デプロイが GA

● 複数のターゲット（GKE、Anthos Clusters、

Cloud Run）に対して、一つのパイプライン上で

同時にデプロイすることが可能

● Cloud Deploy を利用して、数  ％ ずつ新しい

バージョンにトラフィックを流す、カナリアデプロ

イを実現可能

Cloud Deploy GA 2023-06-26
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Cloud Workstations GA

プレビューからの変更点

● Workstations の作成と開始が  SLA 対象に

● [Preview] BeyondCorp Enterprise の統合

● [Preview] Managed Posit Workbench with 

RStudio Pro

● [Preview] Terraform サポート

● [Preview] GPU サポート

詳細はこちら https://cloud.google.com/workstations

Cloud Workstations

45

GA 2023-05-22

https://cloud.google.com/workstations


Database

04
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Cloud SQL for SQL Server で SMT の無効化が可能に

Simultaneous multithreading (SMT) とは

● 一つの物理コアを複数の論理 CPU(vCPU) として扱う事ができるようにする技術で、Intel の 

CPU では Hyper-threading と呼ばれます。

無効にすることで得られるメリット

● SQL Server の CPU ライセンスを節約することが可能となります。

利用する際の注意点

● vCPU 数が半分となるためパフォーマンスに影響が出る可能性があります。

○ パフォーマンスへの影響 は、ワークロードごとに評価する必要があります。

● コンピューティングの料金は無効化前の vCPU  数に基づき発生します。
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2023-05-02Cloud SQL for SQL Server

Preview

詳細: https://cloud.google.com/sql/docs/sqlserver/create-instance#smt-create-instance

https://cloud.google.com/compute/docs/instances/sql-server/best-practices?hl=ja#simultaneous_multithreading_smt
https://cloud.google.com/sql/docs/sqlserver/create-instance#smt-create-instance


System Insights - パフォーマンス改善に役立つ分析情報ダッシュボード

リソース情報をまとめたダッシュボードにより

効率よく性能分析が可能に

● 性能分析、リソース監視のためのダッシュボー

ドをインスタンスごとに利用可能に

● Summary で CPU 使用率、コネクションなどを

確認

● メトリック チャートでより詳細を確認

49
詳細：システム分析情報を使用してシステム パフォーマンスを向上させる | Cloud SQL for PostgreSQL
https://cloud.google.com/sql/docs/postgres/use-system-insights

Cloud SQL for PostgreSQL 2023-06-15
Preview

Cloud SQL for MySQL

https://cloud.google.com/sql/docs/postgres/use-system-insights?hl=ja
https://cloud.google.com/sql/docs/postgres/use-system-insights


Private Service Connect を使用した接続

Private Service Connect を使用した 
Cloud SQL インスタンスへの接続がサポー

トされました。
● プライベート  GA：この機能へのアクセスは、許可リ

ストによって制限されています。この機能を有効に

するには、アカウント  チームにお問い合わせくださ

い。

● Private Service Connect を使用すると、異な

るグループ、チーム、プロジェクト、組織に属す

る複数の VPC ネットワークから Cloud SQL イ
ンスタンスに接続できます。
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Cloud SQL for MySQL Cloud SQL for PostgreSQL 2023-06-30Private GA

詳細: https://cloud.google.com/sql/docs/mysql/configure-private-services-access

Service producer project

          Service producer
          VPC network

Service
Attachment

Customer project 1

          VPC1

Cloud DNS

Forwarding
Rule IP

Customer project 2

          VPC2

Cloud DNS

Forwarding
Rule IP

Cloud SQL

https://cloud.google.com/sql/docs/mysql/configure-private-services-access


Cloud SQL の上位版 Enterprise Plus

Cloud SQL Enterprise Plus エディションは、性能と可用性を更に向上。

従来の Cloud SQL は Cloud SQL Enterprise エディションとし、その上位版に相当する 
Enterprise Plus エディションを提供。2023 年 7 月 12 日 GA。

Enterprise (従来版) Enterprise Plus (上位版) 

2 つのエディション

● これまでの  Cloud SQL のこと
● 機能やお値段はそのまま据え置き

● 新たに追加された上位版のこと
● 性能、可用性、機能の向上

詳細：Introduction to Cloud SQL for MySQL editions
https://cloud.google.com/sql/docs/mysql/editions-intro

2023-07-12Cloud SQL for PostgreSQLCloud SQL for MySQL

https://cloud.google.com/sql/docs/mysql/editions-intro
https://cloud.google.com/sql/docs/mysql/editions-intro


Cloud SQL Enterprise Plus エディション GA 時点での特徴

書き込みレイテンシが最大 2 倍 向上

読み込みスループット最大 3 倍 向上

99.99% 
可用性の SLA

10 秒未満
メンテナンス ダウンタイム

35 日に拡張された

PITR 用のログ保存期間

可用性の向上 性能向上

メンテナンスの向上 データ保護機能の向上

2023-07-12Cloud SQL for PostgreSQLCloud SQL for MySQL



クエリプランのサンプリングが Preview で提供開始

Query Insights がクエリの実行プランのサンプリング

に対応しました。

これにより、過去のクエリプランを遡って確認ができ

ます。オプティマイザやインデックスなどの変更でパ

フォーマンスの変化があったときに、その前後で比較

することで原因の調査が可能となります。

実行時に  CPU 時間を多く消費したクエリを中心にサ

ンプリングを行います。また、クエリプランの保存期

間は 7日間です。
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2023-05-02PreviewCloud Spanner

PostgreSQL Interface

詳細: https://cloud.google.com/spanner/docs/query-execution-plans#sampled-plans

https://cloud.google.com/spanner/docs/query-execution-plans#sampled-plans


Vertex AI の予測エンドポイントを SQL 経由でアクセス

SQL による機械学習のアプリ組み込み

Vertex AI で作成した機械学習モデルを、使い慣れ

た SQL から直接利用可能に。 SQL 経由で予測結果

を得ることで、アプリケーションへの組み込みがより

簡単に。SELECT 中で ML.PREDICT 関数を使い、事

前定義済みのモデルにアクセスする。
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2022–06-22Cloud Spanner

安全 :
トランザクションを “Approve” 
として

コミット、決済が成功へ

レビューへ :
トランザクションを 
”Review” としてコミット、

決済は追加のユーザーア

クションまで一時停止 or 
失敗へ

ML.PREDICT 
(fraud_model, txn_data)

商品を

カートに

投入

決済

詳細：SQL を使用して ML 予測を生成する | Cloud Spanner
https://cloud.google.com/spanner/docs/ml-tutorial

例：不正利用のトランザクションの検知、

有害なゲームユーザーの検知、セキュリティリスクなど

デプロイ済みの Vertex AI のモデル

モデルに渡す入力

モデルからの出力

https://cloud.google.com/spanner/docs/ml-tutorial
https://cloud.google.com/spanner/docs/ml-tutorial


Cloud Spanner Data Boost が一般提供開始

Data Boost を使用すると、プロビジョニングされた  
Spanner インスタンスの既存のワークロードへの影

響がほぼゼロの、分析クエリとデータ  エクスポートを

実行できます。

フルマネージドのサーバーレス  サービスで、

BigQuery から Spanner への連携クエリや、

Spanner データを Cloud Storage にエクスポートす

る Dataflow ジョブなどを、リソース競合により既存の

トランザクション  システムに悪影響を与えず、同等以

上のレイテンシを提供します。

バースト負荷に応じて柔軟にスケールできる、より大

きなクエリ並列処理による高度なスケーラビリティを

提供します。
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2023-06-23Cloud Spanner

PostgreSQL Interface

詳細: https://cloud.google.com/spanner/docs/databoost/databoost-overview

サーバーレス 
サービス

https://cloud.google.com/spanner/docs/databoost/databoost-overview


複数のデータベースが Preview でサポート

プロジェクトごとに複数のデータベースが構成できるよ

うになりました。

● 複数のデータベースを使用して、本番環境とテスト環境の

設定、顧客データの分離 などへ対応できます。

● データベースごとにリージョン、データベースタイプ(ネイ

ティブ モード or Datastore モード)、PITR の有効化が指

定できます。

● 既存のデータベースは (default) データベースとして、

データベースを指定しない操作の接続先として、継続して

利用可能です。
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2023-07-07

詳細: http://https://cloud.google.com/firestore/docs/manage-databases

PreviewFirestore Native mode Firestore Datastore mode

Project

Database: (default)
● Type: ネイティブ モード
● Location: asia-northeast1
● PITR: 無効

Database: prod
● Type: ネイティブ モード
● Location: nam5
● PITR: 有効

Database: dev
● Type: ネイティブ モード
● Location: us-central1
● PITR: 無効

http://https//cloud.google.com/firestore/docs/manage-databases


ポイントインタイム リカバリ (PITR)  機能をサポート

誤った削除や書き込みに対する保護のため、過去（最大 7 日前）のデータを復元でき

るようになりました。

● PITRを有効化することで、デフォルトのきめの細かいウィンドウによる 1 時間以内の変更履歴

の保持と併せて、 7 日前から 1 時間前までの粗い粒度のウィンドウを提供します。

● 粗い粒度のウィンドウでは、1 分あたり 1 つのバージョンが保持され、タイムスタンプを使用し

て、分単位でドキュメントを読み取ることができます。

● 復元の際には、過去のタイムスタンプを指定したステイル読み取りやエクスポートの結果を、

ライブデータベースに書き込む、若しくは新しいデータベースへインポートする方法により行

います。
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詳細: https://cloud.google.com/firestore/docs/pitr

Firestore Native mode Firestore Datastore mode 2023-07-14Preview

https://cloud.google.com/firestore/docs/pitr


継続的なバックアップとリカバリ (PITR) が利用可能に

PITR により任意の時間に復旧可能に

● 障害からの復旧において、データ損失なし  (RPO=0) 
で復旧を可能とします

● 誤った削除や書き込みなどによってデータロストが発

生しても、発生前の状態に復旧可能

● バックアップ保護期間を  1 日～ 35 日（デフォルトでは  
14 日）で調整可能

● クラスターのクローンを作成する際にも、バックアップ

保護期間の任意のタイミングから作成が可能

61
詳細: https://cloud.google.com/alloydb/docs/backup/overview#continuous

2023-06-01AlloyDB for PostgreSQL

https://cloud.google.com/alloydb/docs/backup/overview#continuous


クロスリージョン レプリケーションが一般提供開始

プライマリ インスタンスとは別のリージョンでリードレプ

リカを容易に作成可能

Google の大容量ファイバーインターコネクトを利用：

● 災害対策目的での別リージョンへのフェイルオーバー

● 別リージョンにあるアプリケーションからの読み取りで

より高速なレスポンスタイムを実現
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2023-06-21

詳細: https://cloud.google.com/alloydb/docs/cross-region-replication/about-cross-region-replication

AlloyDB for PostgreSQL

https://cloud.google.com/alloydb/docs/cross-region-replication/about-cross-region-replication


ID 管理をシンプルに

● データベースログインに 
IAM の認証情報を利用

● データベース アクセスに利用する 
DBMS 特有の認証情報が不要となり、

認証フローを簡素化

● 注意点
○ SSL 接続でのみ使用可能

○ アクセス トークンの有効期間は  
1 時間（長いプロセスなどは  Automatic 
Authentication を利用するなどの対応を

考慮）

IAM によるデータベースの自動認証をサポート

AlloyDB
Cloud IAM

認証
サーバー

アプリ

[フラグ]
alloydb.iam_authentication = ON

$ PGPASSWORD=$(gcloud auth print-access-token) 
psql -h xx.xx.xx.x -U mail@company.com -d database

2023-06-27

詳細: https://cloud.google.com/sql/docs/postgres/authentication?hl=ja#automatic
63

AlloyDB for PostgreSQL Preview

https://cloud.google.com/sql/docs/postgres/authentication?hl=ja#automatic


ベクトル化された結合 が Preview にてサポート

カラムナーエンジンに、結合のパフォーマンスを向上さ

せるベクトル化結合機能をサポート

● 有効化すると、AlloyDB クエリプランナーにより実行コ

ストに応じて、標準の  PostgreSQL ハッシュ結合に代

わってベクトル化結合が適用されます。

● フラグ

○ google_columnar_engine.enable_vectorized_
join：有効化の設定  (Default:off)

○ google_columnar_engine.vectorized_join_thr
eads：割り当てるスレッド数  (Default:1)
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2023-06-30

詳細: https://cloud.google.com/alloydb/docs/columnar-engine/configure#vectorized

AlloyDB for PostgreSQL Preview

https://cloud.google.com/alloydb/docs/columnar-engine/configure#vectorized


最大 40% の割引を実現する確約利用割引（CUD）

66

2023–07-10Cloud Bigtable

詳細：確約利用割引 | Cloud Bigtable
https://cloud.google.com/bigtable/docs/cuds

Cloud Bigtable のコンピュート  リソースを  1 年以上
継続的に使用することと引き換えに、料金を大幅に
割引。1 年間又は  3 年間のいずれかの期間から選択。

● 1 年間：オンデマンド料金から  20% 割引
● 3 年間：オンデマンド料金から  40% 割引

選択した期間で、どの程度使う見込みかの金額を
入力する。CUD の対象となるインスタンスは、
リージョンや構成、プロジェクトに関係なく、
請求先アカウントに紐づく全てのインスタンスが対象。

東京リージョン  1 ノード（$0.85 / h）を
継続利用している例。 1 ヶ月の費用が  $612 → 
$367.20 になっている。$245 弱の費用削減に。

Cloud Console 上の CUD 購入画面

https://cloud.google.com/bigtable/docs/cuds
https://cloud.google.com/bigtable/docs/cuds


Memorystore で確約利用割引が提供開始
Memorystore for Redis / memcached で確約利用割引が提供開始されました。割

引率は以下の通りです。

● 1 年間の CUD では、オンデマンド料金から 20% 割引となります。

● 3 年間の CUD では、オンデマンド料金から 40% 割引となります。
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2023-04-25

詳細: Memorystore for Redis | 確約利用割引、Memorystore for Memcached | 確約利用割引

Preview

Memorystore for Redis Memorystore for memcached

https://cloud.google.com/memorystore/docs/redis/cuds?hl=ja
https://cloud.google.com/memorystore/docs/memcached/cuds?hl=ja


Security, Others

05

68



Security Command Center Premium
組織レベルの利用量による課金が利用可能になりました

69

● プロジェクト単位での、SCC Premium の有効化と、利用量（VM コア数、Cloud 
Storage, BigQuery など利用と連動）ベースの課金が利用可能でしたが、今回、

組織レベルでも固定料金のサブスクリプション契約に加えて、利用量による課金

が利用可能になりました

○ 機能の有効化は、Google Cloud コンソールから可能

● プロジェクト単位の課金では、制限事項がありましたが、組織レベルでの有効化

の場合はフル機能が利用可能です

2023-06-08
Security 

Command 
Center

https://cloud.google.com/security-command-center/docs/activate-scc-project-level-limitations


reCAPTCHA Enterprise Fraud Prevention が GA 
されました

● 決済処理などのアプリケーションにおいて不正行為、詐欺といった行動を検出するための機

能が GA
 

● この機能で検知出来る不正行為として、盗まれたクレジットカード情報をボットによる自動実

行で、実際にそのクレジットカードが利用可能かをテストするカーディングと呼ばれる攻撃が

ある

● 従来の reCAPTCHA の機能と同様に、アプリケーションそのものを改修する必要なく、Web
ページにスクリプトを追加することで利用可能

70

Recaptcha 
Enterprise

2023-05-11

https://cloud.google.com/recaptcha-enterprise/docs/fraud-prevention?hl=ja

https://cloud.google.com/recaptcha-enterprise/docs/fraud-prevention?hl=ja


Identity Platform で TOTP 機能がプレビューになりました

● Identity Platform では今まで SMS による多要素認証のみがサポートされていま

したが、今回 TOTP (Time Based One Time Password) のサポートがプレビュー

で追加されました

● この機能を利用することで、Google Authenticator のようなアプリが生成する 6 
桁のコードで安全にサインインが出来るようになります
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2023-04-19

Identity 
Platform

Preview

https://cloud.google.com/identity-platform/docs/admin/enabling-totp-mfa?hl=ja

https://cloud.google.com/identity-platform/docs/admin/enabling-totp-mfa?hl=ja


Log Analytics で SQL の JOIN と UNION が
使えるようになりました

● Log Analytics で SQL による検索が可能でしたが、今回 JOIN と UNION 演算子

が利用可能になり、複数のテーブルを結合して検索することが可能になりました

72

2023-05-22

Cloud Logging

https://cloud.google.com/logging/docs/analyze/examples?hl=ja#join-operators

SELECT
  a.timestamp, a.severity, a.json_payload, b.json_payload, a.span_id, a.trace
FROM `TABLE_1` a
JOIN `TABLE_2` b
ON
  a.span_id = b.span_id AND
  a.trace = b.trace
LIMIT 100

https://cloud.google.com/logging/docs/analyze/examples?hl=ja#join-operators


Cloud Monitoring で合成モニター(Synthetic 
Monitoring) が利用可能になりました（Preview）

● Cloud Functions 上で任意の関数を

実行し、インターネット上あるいは閉

域網の中の Web サービスの死活監

視、レイテンシなどを監視することが

可能になりました

● 任意のインターバルで監視関数を実

行可能

● 関数の言語は、Node.js, TypeScript, 
Mocha をサポート
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Preview 2023-05-22

Cloud 
Monitoring

https://cloud.google.com/monitoring/synthetic-monitors/create

https://cloud.google.com/monitoring/synthetic-monitors/create


BeyondCorp Enterprise で Context Aware Access 
Policy の Dry Run 機能がサポートされました

● BeyondCorp Enterprise で、Google Cloud コンソールと API アクセスに

Context Aware Access Policy を使った制御が出来ますが、今回この機能にDry 
Run モードでアクセスを実際にブロックせずログのみを出力する機能が追加され

ました

● 誤ったポリシーをデプロイして管理者がロックアウトされるような問題を起こさず

にテストが可能になります
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2023-04-10

BeyondCorp

https://cloud.google.com/beyondcorp-enterprise/docs/securing-console-and-apis?hl=ja#create-dry-run

https://cloud.google.com/beyondcorp-enterprise/docs/securing-console-and-apis?hl=ja#create-dry-run


Cloud Billing でフォルダや組織ベースの予算設定が
可能になりました

● 従来プロジェクトもしくはラベルに対してのみ設定出来た予算が、フォルダや組織

に対しても設定出来るようになりました
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2023-06-06

Cloud Billing

https://cloud.google.com/billing/docs/how-to/budgets?hl=ja#budget-scope

https://cloud.google.com/billing/docs/how-to/budgets?hl=ja#budget-scope


Apigee / Application Integration

06

76



Apigee Standard Proxy が利用可能に
シンプルで軽量、アップグレード可能な Proxy タイプ

● 呼び出しあたりの価格が従来の 1/5 

● 従来に比べ利用可能なポリシーが少ない

○ ステートを持たないポリシー中心

● 従来の Proxy は Extensible Proxy と呼称

○ シームレスにアップグレード可能

● API プロダクトに登録し、開発者ポータルで

展開などはできない
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2023-07-07Preview

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/fundamentals/understanding-apis-and-api-proxies#proxy-types

Apigee API 管理

モダンアプリケーション & 
オムニチャネル

Apigee API Management

デジタル
パートナーシップ

バックエンドサービス / Systems 
of Record(SoR)

API ベースの  
デジタルプロダクト

アプリ  & 
アーキテクチャ

可観測性

インテグ
レーション

Extensible API Proxy

Standard API Proxy

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/fundamentals/understanding-apis-and-api-proxies#proxy-types


Apigee Standard Proxy が利用可能に
シンプルで軽量、アップグレード可能な Proxy タイプ
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2023-07-07Preview

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/fundamentals/understanding-apis-and-api-proxies#proxy-types

Apigee API 管理

Standard API Proxy で利用可能

InvalidateCache, LookupCache, PopulateCache, ResponseCache, 
Quota, ResetQuota 

Extensible API proxy としてカウントされる

SpikeArrest 

CORS, GraphQL, JSONtoXML, OASValidation, 
RaiseFault, SOAPMessageValidation, 
XMLtoJSON, ReadPropertySet, HTTPModifier

AccessControl, HMAC, DecodeJWT, VerifyJWT, 
VerifyIAM 

AssertCondition, DataCapture, 
ExternalCallout 

AccessEntity, AssignMessage, ExtractVariables, 
KeyValueMapOperations, MonetizationLimitsCheck, 
ParseDialogflowRequest, PublishMessage, SetDialogflowResponse, 
XSLTransform 

BasicAuthentication, JSONThreatProtection, DecodeJWS, 
GenerateJWS, VerifyJWS, GenerateJWT, DeleteOAuthv2Info, 
GetOAuthv2Info, OAuthv2, RevokeOAuthv2, SetOAuth v2 Info, 
RegularExpressionProtection, SAMLAssertion, VerifyAPIKey, 
XMLThreatProtection 

FlowCallout, IntegrationCallout, JavaCallout, JavaScript, 
MessageLogging, PythonScript, ServiceCallout, 
SetIntegrationRequest, TraceCapture 

トラフィック

管理

調停 

セキュリティ

拡張

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/fundamentals/understanding-apis-and-api-proxies#proxy-types


AppGroups が利用可能に
Apigee Apps をグループ化して一括管理
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2023-06-27Preview

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/publish/organizing-client-app-ownership#using-appgroups-
to-organize-app-ownership

Apigee API 管理

● AppGroup により複数 App をグループ化

● 既存の App は特定の開発者に紐付く

○ 企業・部門単位で App の共有が可能に
■ 権限・アクセス管理が改善

● 旧 Apigee Edge の ”company-app” の
Apigee X 版

● 現時点では API でのアクセスのみ

○ UI は今後リリース予定

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/publish/organizing-client-app-ownership#using-appgroups-to-organize-app-ownership
https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/publish/organizing-client-app-ownership#using-appgroups-to-organize-app-ownership


Apigee Hybrid 1.10 (1.11) が利用可能に
他社クラウドやオンプレミスの最新環境へインストール可能に
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2023-06-30

https://cloud.google.com/apigee/docs/hybrid/supported-platforms

Apigee API 管理

● インストール前にクラスタの状況

をチェックする Kubernetes ジョブ

の追加

● クラスタの問題を定期的に

スキャンするジョブの追加

● AppGroups のサポート (preview)
● 環境レベルのスケーリング設定

● GKE 1.26 ,EKS 1.26,AKS 1.26, 
Anthos 1.15, OpenShift 4.12
などへ対応

GA

https://cloud.google.com/apigee/docs/hybrid/supported-platforms


● 検出ボットにより不正と判断され

たトラフィックを表示

● 総トラフィックからの割合を計算

● 検出ルール、IP アドレス、時間、

URL、API キーなどの詳細情報

● UI では過去 14 日間の情報のみ表示

○ 内部的には 14 ヶ月間保持

Detected Traffic ビューが追加
Advanced API Security
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2023-04-20Preview

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-security/abuse-detection#detected-traffic

Apigee API 管理

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-security/abuse-detection#detected-traffic


● 3 つの環境タイプから選択

○ 共通の課金要素
■ 月額固定費

■ API コール数

■ アドオン

● シームレスにアップ

グレードが可能

新しい従量制課金価格モデル
初期コストを下げ導入しやすく
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2023-07-07Preview

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/reference/pay-as-you-go-environment-types

Apigee API 管理

Comprehensive
1 環境 : $3,431 / 月

+ トラフィック

Base
1 環境 : $365 / 月

+ トラフィック

Intermediate
1 環境 : $1,460 / 月

+ トラフィック

最大 : 50TPS
少ない費用で利用を開始し

少数かつシンプルな API 管理

最大 : 100TPS
価格を抑えつつもトラフィック分

析や API ポートフォリオを管理

オートスケール

より多くの API を管理可能にし、

オートスケールやマルチリージョ

ンに対応

コール数による課金
Standard API Proxy : $20 [0 から 5,000万コールまで ], $16 [5,000万から5億コール ], $13 [5億コール以上 ]
Extensible API Proxy:  $100[0 から 5,000万コールまで ], $80 [5,000万から5億コールまで ], $64 [5億コール以上 ]

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/reference/pay-as-you-go-environment-types


新しい従量制課金価格モデル
初期コストを下げ導入しやすく
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2023-07-07Preview

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/reference/pay-as-you-go-environment-types

Apigee API 管理

運用

デプロイと実行

Extensible API proxy Standard API proxy
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

開
発

者
ポ
ー
タ
ル

収
益
化
管
理

ビルド

API Hub デバッグ ローカル開発

マルチリージョン オートスケール

分析 Advanced API Security

モニタリング Cloud IAM Cloud Logging

より多くの
デプロイメント

機密 / HP 
コンピューティング

Comprehensive でのみ利用可能な機能

Base で利用可能な機能

Intermediate 以上で利用可能な機能

● Base 環境は Standard API Proxy
のみデプロイ可能

● 分析、開発者ポータル、

収益化管理、

Extensible API Proxy の利用

などは Intermediate から

● Comprehensive で
マルチリージョンや

オートスケールなど

利用可能に

https://cloud.google.com/apigee/docs/api-platform/reference/pay-as-you-go-environment-types


Application Integrationが正式リリース
Integration Platform as a Service
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2023-06-13

https://cloud.google.com/application-integration/docs/overview

Application Integration

● Low-Code で システムインテグレーション

を実現する iPaaS
● GUI 上でフローをデザインして設計

● 変数やスクリプティングを利用して

条件分岐やループ処理を記載

● データ変換機能

● Connector (コネクター) により

外部サービスとの連携が可能

GA

https://cloud.google.com/application-integration/docs/overview


各種トリガーとタスクが利用可能に
プロセス起動の起点と処理内容
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2023-07-01Preview

https://cloud.google.com/application-integration/docs/all-triggers-tasks

Application Integration

各種トリガー

GA

Google Cloud サービスタスク  (Preview)

各種タスク

https://cloud.google.com/application-integration/docs/all-triggers-tasks


Integration Connectorsが GA になりました
一部プレビュー中のものも順次 GA 予定
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2023-07-07Preview

https://cloud.google.com/integration-connectors/docs/all-integration-connectors

Application Integration

サードパーティサービス

Google Cloud
サービス● 90 以上のコネクター

● Google Cloud サービスへの

コネクターは料金が半額

かつ 2 つまで無料

● コネクタをトリガーとして

使う Event Subscriptions
もプレビュー

○ 現在対応のコネクタ
■ Jira
■ ServiceNow
■ Zendesk

GA

https://cloud.google.com/integration-connectors/docs/all-integration-connectors


Data Transformer Script タスクが利用可能に
データ変換専用スクリプト
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2023-07-07Preview

https://cloud.google.com/application-integration/docs/configure-data-transformer-script-task

Application Integration

● データ変換専用のスクリプト言語

● オープンソースの Jsonnet をベース

○ Data Transformer 用の

追加ファンクションを用意

■ JSON <-> CSV 変換など

● 従来のデータマッピングタスクに比べ、

より直感的にプログラミングが可能

https://cloud.google.com/application-integration/docs/configure-data-transformer-script-task


Google Cloud

UPDATES
次回予告

第7回 Data Analytics / ML 編
2023 年 10 月 16 日 (月) 15:00 ~ 16:30
カレンダーに追加はこちらから

第8回 Compute / DB 編
2023 年 10 月 23 日 (月) 15:00 ~ 16:30
カレンダーに追加はこちらから

https://cloudonair.withgoogle.com/events/gc-updates?talk=session7-2023
https://cloudonair.withgoogle.com/events/gc-updates?talk=session8-2023


Google Cloud 

Generative AI Summit
8 月 22 日（火）

ハイブリッド：8 月 22 日（火）13:00 配信スタート

現地会場：渋谷ストリーム

定員：250 名

何が学べる？

➔ ジェネレーティブ  AI の課題と解決方法

➔ ジェネレーティブ  AI の使用ルールのポイント

➔ ジェネレーティブ  AI 関連のソリューション

➔ ハンズオンを通じて  ジェネレーティブ  AI の
活用法の学習

➔ ハンズオン、デモあり

誰が学ぶ？

➔ ジェネレーティブ AI の活用に興味がある方

➔ 企業で、ジェネレーティブ AI を活用されようとされて

いる方

➔ 開発、インフラ、ML エンジニア、データ分析エンジニ

ア

この夏、開催

ご登録はこちら



Next Tokyo ’23 開催決定
11 月 15 日 (水), 16 日 (木) @ 東京ビッグサイト

参加登録 受付中

ご登録はこちら


